
 

別紙２ 

 

事業所名 グループホーム六じょうや             

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 令和１年６月２７日（木）１４時００分～１５時００分 

参 加 者 議   題 

利用者      ８ 名 

利用者家族    ５ 名 

地域住民の代表者 ２ 名 

市職員      １ 名 

地域包括支援センター職員 ０ 名 

事業所      ４ 名 

１ 六じょうや基本理念・目指す場所 

２ 入居者情報 

３ 利用者の医療看護の状況 

４ 行事報告 実績写真添付 

５ 事故報告 

６ 身体拘束廃止委員会 

７ 今後の事業計画 

会    議    録 

１ 上記の議題について資料を基に施設職員が各自発表を行った。その後参加

者全員の方に質問や感想を頂き、お答えした。 

 

２ 入居者要介護度の状況、平均年齢、平均介護度、年齢別介護度、面会者数

などについて前回との変化を発表した。 

  

３ 入居者の医療看護の状況（H3１．４．2５～R1．６．２５の期間） 

〔利用者の転帰状況〕 

 〔入居者の看護、介護の状況〕 

 〔利用者の健康教室開催状況〕講師矢萩看護師 

・５月―熱中症の予防 

・６月―梅雨時の体調不良 気象病 

  入居者参加と職員参加で一緒に勉強しています。（毎回 25人程参加） 

 〔健康管理総括〕 

４ 主な行事報告 

・４月１７日  避難訓練 

・５月 ５日  端午の節句と改元の祝い 

・5月２２日  音楽ボラ オールドタイム 

・6月 11日  音楽ボラ エイラ 

各行事の楽しさを説明し、写真を添付してご家族にも知って頂きました。 

２階の有料老人ホームの方々と合同で行うイベントも多々あります。 

 



６ 身体拘束廃止委員会―事例を元にみなさんに意見を求めた。 

 

７ 今後の事業計画 

・設備についての計画説明 

 ・職員の定着について 

 ・外出行事について 

 ・実地調査の結果について 

 ・今後の主な行事について 

  ７月７日  七夕 

  ７月２０日 土用の丑の日（うなぎ） 

 ・入居者状況 

 ・施設名の改名について 

 ・家族会の日付変更について（夏祭りと同時開催） 

 ・次回運営推進会議 ２０１９年８月２３日 

   

〔皆さんの質問や感想〕 

身体拘束廃止委員会での発言―事例検討で意見を求めた 

（瀬戸市職員） 

・怖いのは身体拘束をする必要がなくても拘束をしてしまうこと。 

様々な道具などを利用して工夫してみてはどうか。 

（地域住民） 

・事例をみて拘束するのは仕方ないと思った。 

（家族） 

・事例をみて拘束するのは仕方ないと思った。 

・昔入院した時、両手両足を拘束されていた。見ていて可哀そうなので、 

 自分がいるときは、外してもらっていた。 

                  （等々） 

（施設側） 

・昔は看護師も柵をわすれていたら、落下して危険なので減点的に見ていた時

代があった。その考え方を変えていかないといけないと思う。 

・拘束する前に、なぜそのような行動をとるのかを分析して、その行動自体を 

 なくせるような介護を行っていくことが大切だと思っています。 

（等々） 

※ご家族や、地域の方の会議への参加を促すようにしていく。 

 

 

 

 


